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埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
、
浦
和
く
ら
し
の
博
物
館
民
家
園
訪
問
記
。 

二
〇
一
七
年
六
月
一
七
日
（
土
）
。 

  

以
前
、
東
京
都
小
平
市
の
「
小
平
ふ
る
さ
と
村
」
や
、
世
田
谷
区
の
「
次
大

夫
堀
公
園
民
家
園
（
じ
だ
ゆ
う
ぼ
り
こ
う
え
ん
み
ん
か
え
ん
）」
に
訪
問
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
数
軒
の
古
民
家
を
移
築
、
展
示
し
て
公
園
に
し
て
お
り
、
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
た
。
埼
玉
県
の
さ
い
た
ま
市
に
も
「
浦
和
く
ら
し
の
博
物
館

民
家
園
」
と
い
う
施
設
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

 

こ
の
民
家
園
は
市
内
の
伝
統
的
な
建
物
を
移
築
復
原
し
て
お
り
、
一
九
九
五

年
（
平
成
七
）
に
開
館
し
、
七
棟
の
建
物
を
公
開
し
て
い
る
。「
旧
蓮
見
家
住
宅
」、

「
旧
野
口
家
住
宅
」
そ
し
て
「
旧
高
野
家
住
宅
」
と
「
旧
綿
貫
家
住
宅
」
。
ま
た

「
旧
浦
和
市
農
業
協
同
組
合
三
室
（
み
む
ろ
）
支
所
倉
庫
」
も
公
開
し
て
い
る
。

園
内
は
公
園
施
設
と
し
て
無
料
で
開
放
し
て
お
り
、
ま
た
見
沼
田
ん
ぼ
の
中
央

に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
風
景
も
楽
し
め
る
。 

 
 

 

Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
東
口
か
ら
国
際
興
業
バ
ス
に
乗
車
し
て
、「
念
仏
橋
」
で
下
車
す

る
と
、
道
路
を
隔
て
た
向
こ
う
側
に
民
家
園
が
見
え
る
。
私
が
訪
れ
た
そ
の
日

は
、
ど
う
い
う
訳
か
バ
ス
が
遅
れ
て
お
り
、
駅
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
時
刻
通
り
に
到
着
せ
ず
、
十
五
分
以
上
遅
れ
て
到
着
し
た
。
更
に
念
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仏
橋
ま
で
か
な
り
の
時
間
乗
車
し
た
。
土
曜
日
だ
か
ら
渋
滞
し
て
い
た
の
か
、

そ
れ
と
も
さ
い
た
ま
市
の
バ
ス
は
慢
性
的
な
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て
時
刻
通
り

に
来
な
い
の
か
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
他
の
乗
客
は
皆
普
段
通
り
に
乗
車

し
て
い
た
。 

 

最
初
の
「
旧
浦
和
市
農
業
協
同
組
合
三
室
支
所
倉
庫
」
は
、
大
谷
石
と
漆
喰

の
土
蔵
造
り
で
瓦
屋
根
の
石
蔵
で
あ
る
。
農
協
の
倉
庫
だ
っ
た
と
き
は
、
主
に

米
を
収
納
す
る
倉
庫
だ
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
栃
木
県
の
小
山
市
で
一
九
一
九
年

（
大
正
八
）
に
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
倉
庫
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
に
農
協
三
室
支
所
の
倉
庫
と
し
て
移
築
さ
れ
た
。

そ
の
後
長
く
三
室
支
所
の
倉
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
四
年
（
平

成
六
）
に
当
園
に
移
築
さ
れ
た
。
移
築
さ
れ
て
二
〇
年
以
上
経
つ
が
、
石
造
り

の
壁
は
経
年
を
感
じ
な
か
っ
た
。 

  

次
は
「
旧
高
野
家
住
宅
」
で
あ
る
。
こ
の
家
は
旧
中
山
道
沿
い
に
建
っ
て
い

た
商
家
で
、
道
に
面
し
た
店
舗
部
分
の
み
を
移
築
し
た
。「
煎
餅
屋
」
の
暖
簾
が

か
け
て
あ
る
が
、
元
々
は
煎
餅
屋
で
は
な
か
っ
た
。
棟
札
等
が
な
い
の
で
詳
し

い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
安
政
の
大
地
震
（
一
八
五

五
年 

安
政
二
）
の
際
に
建
築
途
中
で
少
し
傾
い
た
。
建
築
手
法
か
ら
そ
れ
と

は
矛
盾
せ
ず
、
江
戸
時
代
の
末
ご
ろ
の
築
と
言
わ
れ
る
。
高
野
煎
餅
店
が
こ
の
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店
を
買
っ
た
の
は
、
明
治
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
傘
屋
だ
っ
た
。

市
の
指
定
文
化
財
で
も
あ
る
。
内
部
に
移
築
前
の
写
真
が
あ
る
。
そ
の
屋
根
は

瓦
で
あ
り
、
明
治
の
末
ご
ろ
に
元
々
茅
葺
き
だ
っ
た
の
を
切
り
詰
め
て
瓦
に
し

た
。
大
き
な
ガ
ラ
ス
瓶
に
詰
め
た
煎
餅
が
展
示
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
店
で
昔
使

っ
て
い
た
煎
餅
を
焼
く
金
網
が
展
示
さ
れ
て
あ
っ
た
。
昔
は
こ
れ
で
焼
い
た
の

だ
と
思
い
な
が
ら
眺
め
た
。
こ
の
家
に
は
屋
根
裏
部
屋
が
あ
っ
て
下
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
は
荷
物
置
き
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
よ
く
屋
根
裏

で
蚕
を
飼
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
山
梨
辺
り
で
は
兜
造
り
な
ど
に
発
展
し
た
が
、

こ
こ
は
商
家
だ
っ
た
の
と
、
埼
玉
県
で
は
兜
造
り
の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
。 

 
 

 

白
壁
と
瓦
屋
根
の
旧
浦
和
市
農
業
協
同
組
合
三
室
支
所
倉
庫 

二
番
目
は
茅
葺

き
の
旧
高
野
家
住
宅
外
観
。
内
部
に
展
示
し
て
あ
る
煎
餅
の
焼
き
網
。 
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広
場
を
横
切
っ
て
池
の
南
側
に
あ
る
「
旧
蓮
見
家
住
宅
」
は
、
今
の
時
点
で

は
さ
い
た
ま
市
内
で
は
一
番
古
い
民
家
で
江
戸
時
代
中
期
の
築
。
一
九
七
四
年

（
昭
和
四
九
）
五
月
三
十
一
日
に
市
の
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
一
九
九
三

年
（
平
成
五
）
に
移
築
さ
れ
た
。
元
々
市
内
緑
区
の
井
沼
方
に
あ
っ
た
農
家
で

あ
る
。
土
壁
も
茅
葺
き
屋
根
も
綺
麗
な
寄
棟
で
、
間
取
り
は
広
間
型
三
間
取
り

で
あ
る
。
こ
の
住
宅
で
は
屋
敷
内
で
馬
を
飼
っ
て
い
た
。
以
前
、
福
島
県
の
「
曲

が
り
屋
」
集
落
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
Ｌ
の
字
型
の
家
の
―
の
部
分

が
住
居
で
、
一
の
部
分
が
馬
小
屋
と
い
う
造
り
の
民
家
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
岩

手
県
か
ら
福
島
県
に
か
け
て
分
布
し
て
お
り
、
や
は
り
埼
玉
県
に
は
何
の
影
響

も
な
い
。 

こ
の
屋
敷
に
は
正
面
に
格
子
窓
が
あ
り
、「
し
し
ま
ど
」
と
言
っ
て
、
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
野
生
動
物
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
作
ら
れ
た
。 

 
 

 

旧
蓮
見
家
住
宅
外
観
。
こ
の
家
の
シ
ン
ボ
ル
の
格
子
窓
。
囲
炉
裏
の
あ
る
部
屋
。 
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南
側
に
茅
葺
き
の
大
き
な
長
屋
門
が
あ
る
。「
旧
武
笠
家
（
む
か
さ
け
）
表
門
」

で
あ
る
。
さ
い
た
ま
市
指
定
文
化
財
で
あ
り
、
指
定
さ
れ
た
の
は
一
九
九
四
年

（
平
成
六
）
四
月
二
八
日
で
、
同
年
に
市
内
三
室
よ
り
移
築
さ
れ
た
。
門
の
両

側
が
部
屋
に
な
っ
て
い
る
。
棟
札
は
無
い
が
、
一
七
八
三
年
（
天
明
三
）
の
護

摩
札
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
後
期
の
築
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
門
を
開
閉
す
る
の
は
、
冠
婚
葬
祭
の
日
に
限
定
さ
れ
、
日
ご
ろ
は
脇
の
出

入
り
口
を
利
用
し
て
い
た
。
展
示
し
て
あ
る
民
具
に
名
札
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
中
に
木
製
の
大
き
な
ボ
ー
ト
が
あ
る
。
こ
れ
は
市
内
で
の
洪
水
用
の
も
の

で
あ
る
。
昨
今
、
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
梅
雨
時
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
か

け
て
川
の
氾
濫
が
増
加
し
て
い
る
が
、
町
内
や
自
治
体
が
こ
う
い
う
も
の
を
用

意
し
て
お
け
ば
避
難
し
や
す
く
な
る
。
先
人
の
知
恵
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。 

 

こ
こ
に
は
展
示
物
に
名
札
が
つ
い
て
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。
今
ま
で
見
て

き
た
他
の
古
民
家
園
で
も
そ
う
だ
が
、
地
元
の
小
学
生
た
ち
が
課
外
授
業
で
見

学
に
く
る
た
め
だ
。
今
は
小
学
生
ぐ
ら
い
か
ら
昔
の
生
活
を
知
る
た
め
に
、
市

内
の
古
民
家
園
を
利
用
し
て
学
習
す
る
。
私
た
ち
の
頃
は
そ
う
い
う
授
業
は
無

か
っ
た
し
、
大
体
、
住
ん
で
い
る
自
治
体
に
古
民
家
園
自
体
が
な
か
っ
た
。 
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旧
武
笠
家
表
門
、
一
番
目
に
つ
い
た
木
製
の
ボ
ー
ト
、
そ
の
他
の
展
示
物
。 

  

そ
の
近
く
に
立
派
な
門
構
え
の
茅
葺
き
民
家
が
見
え
る
。
こ
の
門
自
体
は
元

か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
か
ら
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
が
「
旧
野

口
家
住
宅
」
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
）
に
さ
い
た
ま
市
の
指
定
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
同
年
移
築
さ
れ
た
。
市
内
南
区
大
谷
口
（
お
お
や
ぐ
ち
）

に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
蓮
見
家
の
あ
っ
た
井
沼
方
よ
り
西
に

位
置
す
る
。 

野
口
家
は
安
楽
寺
の
住
職
で
あ
り
、
こ
の
家
は
庫
裏
と
し
て
使
わ
れ
た
。
然

し
一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
廃
寺
に
な
り
、
市
内
の
大
谷

口
の
野
口
家
に
移
築
さ
れ
、
農
家
の
母
屋
と
し
て
使
わ
れ
た
。 

解
体
時
に
一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
の
墨
書
き
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
約
一

五
〇
年
前
の
江
戸
時
代
末
に
建
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寄
棟
茅
葺
屋
根
で

平
屋
平
入
り
、
間
取
り
は
田
の
字
型
四
間
取
り
で
あ
る
。
更
に
せ
が
い
造
り
と
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い
っ
て
、
屋
根
の
下
に
も
う
一
つ
小
さ
な
屋
根
を
出
し
た
造
り
に
な
っ
て
い
る
。
。

以
前
飛
騨
高
山
の
「
飛
騨
の
里
」
を
取
材
し
た
と
き
に
こ
の
造
り
の
あ
る
合
掌

造
り
民
家
が
飛
騨
の
里
に
移
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。 

他
の
家
に
比
べ
て
屋
根
の
茅
が
綺
麗
だ
が
、
全
吹
き
替
え
は
行
っ
て
い
な
い
。

棟
の
所
が
段
に
な
っ
て
お
り
、
三
年
ぐ
ら
い
前
に
棟
と
後
ろ
側
を
さ
し
茅
に
し

た
。 

 
 

 

旧
野
口
家
の
外
観
、
特
徴
あ
る
せ
が
い
造
り
、
内
部
の
部
屋
。 

 

中
央
の
広
場
を
横
切
り
、
最
初
の
旧
高
野
家
住
宅
の
隣
に
白
い
瓦
屋
根
の
家

が
あ
る
。「
旧
綿
貫
家
住
宅
」
で
あ
る
。
元
は
旧
中
山
道
に
面
し
た
常
盤
に
建
て

ら
れ
て
お
り
、
屋
号
を
「
菱
屋
」
と
い
い
、
あ
ら
も
の
、
肥
料
、
砂
糖
な
ど
を

扱
っ
て
い
た
。
厚
い
漆
喰
壁
が
特
徴
で
、
二
階
部
分
に
小
さ
な
格
子
窓
、「
虫
籠

窓
（
む
し
こ
ま
ど
）
」
が
あ
る
。 

 

棟
札
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）
に
浦
和
宿
大



8 

 

火
が
常
盤
周
辺
で
発
生
し
た
が
、
こ
の
大
火
の
時
に
こ
の
店
は
壁
の
お
か
げ
で

大
火
を
免
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
恐
ら
く
明
治
初
期
の

頃
の
建
築
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
旧
綿
貫
家
住
宅
も
市
の
指
定
文
化
財
で
あ

る
。 

 
 

 

漆
喰
に
虫
籠
窓
の
旧
綿
貫
家
住
宅
、
内
部
に
あ
る
当
時
の
は
か
り
と
金
庫
。 

 

当
日
は
土
曜
日
だ
っ
た
が
、
思
っ
て
い
た
程
の
混
雑
は
な
か
っ
た
。
ゆ
っ
く

り
園
内
を
回
り
、
説
明
を
受
け
ら
れ
た
。
自
然
豊
か
な
古
民
家
園
で
、
過
ぎ
し

日
々
の
生
活
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

 

尚
、
こ
の
民
家
園
で
は
、
そ
の
月
ご
と
に
「
昔
の
あ
そ
び
塾
」
や
「
古
文
書

講
座
」
等
の
講
座
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
上
に
て
確
認
が
で
き
る
。 

 

今
回
、
浦
和
く
ら
し
の
博
物
館
民
家
園
に
つ
い
て
検
索
を
し
て
い
た
時
、
近

く
に
「
旧
高
野
家
離
座
敷
（
き
ゅ
う
た
か
の
け
は
な
れ
ざ
し
き
）」
と
い
う
の
が
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あ
る
の
を
知
っ
た
。
但
し
、
浦
和
く
ら
し
の
博
物
館
民
家
園
か
ら
公
共
交
通
機

関
を
使
う
と
す
ご
く
不
便
み
た
い
だ
。
博
物
館
民
家
園
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
依

頼
し
て
車
で
見
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
一
応
、
ど
ん
な
場
所
な
の
か
ネ
ッ
ト
検

索
し
て
み
た
が
、
住
宅
地
の
中
に
あ
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
は
実
際
に
行
っ
て
み

て
事
実
だ
と
判
明
し
た
。
近
代
的
な
住
宅
の
中
に
建
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
建
物
は
、
赤
山
街
道
と
呼
ば
れ
る
道
筋
に
面
し
た
旧
高
野
家
の
敷
地
内

に
あ
っ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
末
期
の
蘭
方
医
、
高
野
隆
仙
（
た
か
の
り
ゅ
う

せ
ん
）
が
母
屋
の
離
れ
と
し
て
建
築
し
た
。
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）
に
市

の
指
定
文
化
財
に
な
り
、
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
に
市
に
寄
贈
さ
れ
、
二
〇

〇
五
年
（
平
成
一
七
）
に
解
体
修
理
復
原
工
事
が
行
わ
れ
た
。 

 

文
化
人
で
も
あ
っ
た
隆
仙
は
、
茶
会
や
句
会
、
当
時
の
知
識
人
と
の
談
笑
の

場
と
し
て
こ
の
離
れ
を
用
い
て
い
た
。
隆
仙
は
漢
方
医
高
野
隆
永
の
長
男
と
し

て
大
間
木
村
（
現
在
の
緑
区
大
間
木
）
に
生
ま
れ
た
。
後
に
江
戸
に
出
て
高
野

長
英
に
師
事
し
、
長
英
に
伴
っ
て
長
崎
に
行
っ
た
。
蛮
社
の
獄
に
よ
っ
て
捕
ら

え
ら
れ
た
師
・
長
英
が
逃
亡
し
た
際
に
は
そ
の
身
を
匿
っ
た
。
そ
の
た
め
投
獄

さ
れ
一
〇
〇
日
に
わ
た
る
拷
問
を
受
け
た
が
、
長
英
の
逃
亡
先
に
つ
い
て
は
決

し
て
話
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
の
傷
が
も
と
で
一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
に
四

九
歳
で
没
し
た
。
こ
の
離
れ
は
、
当
時
の
文
化
人
の
社
交
の
一
端
を
知
る
こ
と
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の
で
き
る
貴
重
な
建
物
で
は
あ
る
が
、
高
野
長
英
を
匿
っ
た
こ
と
で
、
歴
史
に

も
興
味
深
い
。 

 

先
ほ
ど
の
浦
和
く
ら
し
の
博
物
館
民
家
園
内
に
あ
っ
た
旧
高
野
家
住
宅
と
は

全
く
無
縁
で
あ
る
。
民
家
園
内
の
古
民
家
は
移
築
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
離

座
敷
は
移
築
で
は
な
く
元
か
ら
建
て
ら
れ
て
い
た
場
所
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

現
在
で
も
時
々
茶
会
や
句
会
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
日
常
的
に
使
っ
て

い
る
訳
で
は
な
い
。 

 

中
に
上
が
っ
て
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
床
の
間
の
ト
コ
と
タ
ナ
の
間
に

は
「
狆
（
ち
ん
）
く
ぐ
り
」
と
い
う
吹
き
抜
け
が
あ
る
。
主
室
の
壁
に
あ
る
「
下

地
窓
」
か
ら
採
光
を
タ
ナ
の
床
面
に
取
り
入
れ
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。「
下
地

窓
」
は
、
土
壁
の
一
部
を
塗
り
残
し
た
窓
の
こ
と
で
、
隅
切
り
を
し
た
窓
の
外

側
に
明
障
子
を
用
い
、
直
射
日
光
を
遮
っ
て
陰
影
の
あ
る
空
間
を
作
っ
た
。
敷

地
内
に
は
梅
雨
時
だ
っ
た
た
め
に
あ
じ
さ
い
が
綺
麗
に
咲
い
て
い
た
。
周
囲
は

近
代
的
な
住
宅
ば
か
り
の
中
で
、
江
戸
時
代
の
佇
ま
い
を
残
す
離
れ
を
眺
め
、

落
ち
着
い
た
気
持
ち
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 
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旧
高
野
家
離
座
敷
の
外
観
。
左
端
に
下
地
窓
が
あ
る
主
室
。
三
畳
の
部
屋
。 

 

利
用
案
内
。 

浦
和
く
ら
し
の
博
物
館
民
家
園
。 

住
所 

〒
三
三
六-

〇
九
二
五 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
下
山
口
新
田
一
一
七

九-

一 

電
話
番
号 

〇
四
八-

八
七
八-

五
〇
二
五 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八
‐
八
七
八-

五
〇
二
八 

開
館
時
間 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分 

入
館
料 

無
料 

休
館
日 

月
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
、
祝
日
の
翌
日
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
、

年
末
年
始 

交
通
案
内 

Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
東
口
か
ら
国
際
興
業
バ
ス
東
川
口
駅
北
口
、
大
崎
園

芸
植
物
園
、
浦
和
美
園
駅
行
き
の
ど
れ
か
に
乗
車
し
「
念
仏
橋
」
下
車
す
ぐ
。 
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自
動
車 

東
北
自
動
車
道
浦
和
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
一
〇
分
（
八
〇
台
駐
車
可
能
） 

h
ttp

:/w
w

w
.city.sa

ita
m

a
.jp

/0
0

4
/0

0
5
/0

0
4

/0
0

5
/0

0
3
/0

0
2

/p
0

0
1

8
5

6
.h

tm
l 

に
て
詳
細
検
索
可
能
。 

 

旧
高
野
家
離
座
敷 

開
館
日 

毎
週
土
・
日
曜
日
。
（
但
し
年
末
年
始
十
二
月
二
八
日
か
ら
一
月
四
日

ま
で
は
休
館
）。 

住
所 

〒
三
三
六-

〇
九
二
三 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
大
間
木
八
二
‐
二 

電
話
番
号 

〇
四
八-

八
七
八-

五
〇
二
五
（
浦
和
く
ら
し
の
博
物
館
民
家
園
） 

交
通
案
内 

武
蔵
野
線
東
浦
和
駅
か
ら
「
馬
場
折
返
場
行
き
」「
さ
い
た
ま
東
営

業
所
行
き
」
「
浦
和
東
高
校
行
き
」
に
て
バ
ス
停
「
芝
原
」
下
車
。 

浦
和
駅
か
ら
「
浦
和
美
園
駅
西
口
行
き
」「
さ
い
た
ま
東
営
業
所
行
き
」
に
て
バ

ス
停
「
芝
原
一
丁
目
」
下
車
、
徒
歩
三
分
。 

駐
車
場
は
な
し
。 

    


